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妊婦尿中にはHistidine を初めTyrosine ， Serine, Arginine, Phenylalanine, ThreoninやTrypt­
ophan などが増量していることが証明されている。そのうち、特に妊婦Histidine 尿については、本多(19
23) の研究を基礎としたKapeller- Adlerの生化学的妊婦反応が広く知られている。 Tryptophan につ
いては、特に妊娠時に出現頻度の高い妊婦尿Tryptophanを簡易呈色反応で証明できる足高のいわゆ
る“妊娠の反応"が日常産科領域の診断と治療に用いられている。












尿中および、血清中Tryptophanの定量法はDeMossおよび関の方法に準じて、 Escherichia coli より
精製したTryptophanase を用いて行なった。即ち2.0m.e にO.5Mpotassium phosphate buffer (pH 8.0) 
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1. 0me 、 0.7MAmmoniumSulfateO. 5me 、 Pyridoxal phosphateO. 5mi!(10μg) 、 Enzyme solution (Trｭ
yptophanaseの部分精製標品) 0.02mi! を加え、 Toluene 1. Omi! を静かに重層し、 37 0Cで30分間反応した。
生じたlndol を石油エーテルで抽出し、 Ehrlichの Aldehyde試薬で発色させ、光電比色計でもって測定
した。
血清の除蛋白は血清にO.2MAcetate buffer ( pH 5.0 )等量を加えて95 0Cで 3 分間熱処理した後、冷




10.8士0.85μg/ mi!、妊婦では妊娠月数とともに有意の変動はみられず、 10.7:I 0.75 --11. 4土0.94μg/
mi!の値を示し、産婦、祷婦それぞれ9.7 :::I:1.38μg/ mi! 、 10.7----1 1. 7----μg/ mi!で、あった。
2. これに反して、妊婦尿中Tryptophan量は妊娠 2 、 3 カ月頃より漸増し、 6 カ月でプラトーにな
り、分娩後 1 週間で非妊娠時の値にほぼ復帰した。即ち、非妊時 8.4:I2 .34μg / mi!、妊娠 6 カ月 21.5 




































尋血清中Tryptophan はAlbumin と結合してわり、妊娠時には生理的にみられる水血症(Hydr~mie )の
ためAlbumirr低下の傾向があるが、このことが遊離Tryptophanの増加を促がし尿中排池増加の原因と
なるのではなく、妊娠維持ホルモンとしてのestrogen 、 progesteroneの支配による腎尿細管再吸収率
の低下によるとの結論を得た。
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